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第
２
回
　
市
民
大
学
講
座

　
八
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
五

日
に
か
け
て
、
市
立
中
央
公
民

館
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北

で
市
民
大
学
講
座
が
開
講
さ
れ
、

全
四
講
座
に
六
百
八
十
人
が
聴

講
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
石
毛
宏
典
さ
ん
（
四

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ナ
ー
）、
村
松
真
貴
子
さ

ん
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）、
仲
島
正
教
さ
ん
（
教

育
サ
ポ
ー
タ
ー
）、
養
老
孟
司

さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

を
講
師
に
招
き
、
多
彩
な
内
容

の
講
演
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

中
で
も
解
剖
学
者
で
そ
の
著
書

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
養
老
さ

ん
の
講
演
に
は
、

市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
、
会

場
は
ほ
ぼ
満
席
と

な
る
ほ
ど
の
人
気

で
し
た
。

　
給
食
で
使
っ
た
廃
油
か
ら

石
け
ん
を
つ
く
る
取
り
組
み

が
、
九
月
六
日
、
大
宮
小
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
け
ん
づ
く
り
は
、
同
校

の
保
健
・
給
食
委
員
の
児
童

の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
当

日
は
、
同
委
員
の
五
、
六
年

生
十
一
人
に
香
北
町
婦
人
会

が
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
実
際
に
使
用
す
る
に
は
、
一

カ
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
つ
く
っ

た
〝
環
境
に
や
さ
し
い
〞
石
け

ん
は
、
十
一
月
の
親
子
体
験
学

習
の
発
表
会
で
販
売
さ
れ
る
予

定
で
、
児
童
ら
も
出
来
上
が
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
少
の
児
童
が

　
キ
ャ
ン
プ
場
を
清
掃

給
食
の
廃
油
か
ら
石
け
ん
づ
く
り

〜
大
宮
小
学
校
〜

　
九
月
一
日
、
香
美
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
物
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
児
童
や
保
護
者
ら
十

三
人
が
物
部
町
押
谷
の
佐
岡
キ

ャ
ン
プ
場
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
心
身
の
健
全
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
一
見
き
れ
い

に
見
え
る
川
原
に
は
、
流
れ

着
い
た
土
木
資
材
や
ビ
ニ
ー

ル
類
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
者
が
残
し
た
と
思
わ

れ
る
缶
、
ビ
ン
な
ど
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
児

童
は
、
予
想
以
上
の
ご
み
の

量
に
驚
き
な
が
ら
も
、
熱
心

に
キ
ャ
ン
プ
場
を
清
掃
し
、

軽
四
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ご

み
を
収
集
し
ま
し
た
。

養老孟司さん
（9月5日、市立中央公民館）

材
料
を
か
き
ま
ぜ
て
石
け
ん
づ
く
り

すみずみまでごみを収集
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八
月
二
十
七
日
、
大
栃
地
区

大
北
組
か
ら
自
主
防
災
組
織
結

成
届
が
防
災
対
策
課
に
提
出
さ

れ
、
物
部
町
内
で
は
第
一
号
と

な
る
自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
、
大
北
組

防
災
会
で
は
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、

資
機
材
整
備
、
防
災
訓
練
な
ど

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
物
部
町
で
自
主
防
災
組
織
が

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

香
美
市
の
三
町
（
土
佐
山
田
町
・

香
北
町
・
物
部
町
）
す
べ
て
で

自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
防
災
対
策
課
で
は
、
引
き
続

き
説
明
会
を
開
催
し
て
、
香
美

市
全
域
で
自
主
防
災
組
織
が
設

立
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
だ
自
主
防
災
組
織

が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の

皆
さ
ん
、
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
ま
し
ょ
う
。

市
内
17
の
自
主
防
災
組
織
が

一
斉
避
難
訓
練
を
実
施

　
「
南
海
地
震
が
発
生
し
、
市

内
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
・
火
災

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
」

と
い
う
想
定
で
、
九
月
二
日
、

市
内
十
七
の
自
主
防
災
組
織
が

一
斉
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
地
域
防
災
力
の
向
上
・
防
災

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
『
自
主

防
災
組
織
み
ん
な
で
避
難
訓
練
』

と
題
し
て
行
わ
れ
た
訓
練
に
は
、

総
勢
約
七
百
人
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
避
難
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
避
難
訓
練
を
実
施
し

た
自
主
防
災
組
織
の
参
加
者
か

ら
は
、
「
自
治
会
の
総
会
よ
り

も
人
が
集
ま
っ
て
い
て
驚
い
た
。

こ
う
い
っ
た
訓
練
は
や
ら
な
い

か
ん
」
と
い
う
声
も
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
訓

練
を
し
て
い
た
組
織
で
は
、
前

回
の
避
難
訓
練
と
比
較
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓
練
（
消

火
訓
練
、
避
難
訓
練
、
救
急
救

命
訓
練
等
）
や
減
災(

※)

意
識

を
高
め
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
災
害
時
の
活
動
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

　
１
年
に
１
回
は
、
防
災
訓
練

を
行
い
、
南
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
な
災
害
に
み
ん
な
で
備
え

ま
し
ょ
う
！

※
減
災
…
災
害
時
に
発
生
す
る

被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
の

取
り
組
み
。
み
ん
な
で
取
り

組
む
こ
と
で
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

防
災
対
策
課 

蕁
53
│

１
０
６
１

◆
防
災
ニ
ュ
ー
ス
◆

物
部
町
で
第
一
号
の
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
！！

　
第
二
回
香
美
市
老
人
大
学

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）

が
九
月
六
日
、
奥
物
部
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

約
三
百
二
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
土
佐
民
話
の
会
の
市
原
麟

一
郎
さ
ん
に
よ
る
「
土
佐
弁

お
も
し
ろ
民
話
」
、
市
保
健

師
の
指
導
に
よ
る
「
香
美
は

つ
ら
つ
体
操
」
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
有
志
に
よ
る
「
芸
能
発

表
」
の
ほ
か
、
大
栃
保
育
園

児
の
ダ
ン
ス
や
歌
の
披
露
も

あ
り
、
参
加
者
は
充
実
し
た

講
座
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

笑
い
！
健
康
！
歌
！
踊
り
！

老
人
大
学
を
満
喫

　
子
ど
も
た
ち
に
、
本
と
ふ

れ
あ
い
、
図
書
館
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
『
図
書
館

ま
つ
り
』
が
八
月
十
八
日
に

市
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
ら
約

八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
「
山
田

お
は
な
し
の
会
」
に
よ
る
紙

芝
居
や
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
が
始
ま
る
と
、
本
の
世
界

に
夢
中
に
な
っ
て
、
お
話
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
ま
つ
り
に

小
学
生
ら
80
人
が
参
加

320人が参加した老人大学

夢中になってお話を聞く子どもたち

大北組の自主防災組織設立説明会
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結
婚
し
て
五
十
周
年
の
金
婚

夫
婦
を
祝
福
す
る
『
第
五
十
回

金
婚
式
』
（
高
知
新
聞
社
主

催
）
が
九
月
一
日
、
県
内
六
会

場
で
開
催
さ
れ
、
約
八
百
組
が

祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
南
国
会
場
の
グ
レ

ー
ス
浜
す
し
に
は
香
美
市
、
香

南
市
、
南
国
市
か
ら
約
百
二
十

組
の
ご
夫
婦
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
こ
の
五
十
年
を

つ
づ
っ
た
ビ
デ
オ
（
高
知
新
聞

社
制
作
）
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
ご
夫
婦
は
、
苦
楽
を

共
に
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
、
感
慨
深
げ
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
韮
生
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
が
、

祝
福
ム
ー
ド
を
一
段
と
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
を
代
表
し
て

公
文
寛
伸
さ
ん
、
猶
美
さ
ん
ご

夫
婦
（
物
部
町
）
が
謝
辞
を
述

べ
、
「
金
婚
式
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
、
夢
と
希
望
を
持

っ
て
次
は
百
歳
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
今
年
、
香
美
市
で
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
三

十
三
組
の
方
々
で
す
。（

敬
称
略
）

〔
香
北
町
〕

川
田
博
一
・
麗
子

上
野
隆
男
・
智
子

前
田
静
一
・
千
枝
子

甲
藤
忠
男
・
繁
子

 

〔
物
部
町
〕

近
藤
計
一
・
豊
子

篠
崎
敏
雄
・
昭
子

公
文
寛
伸
・
猶
美

〔
土
佐
山
田
町
〕

石
川
秀
一
・
真
喜
子

岡
崎
光
男
・
ツ
タ
エ

岡
林
寅
太
郎
・
巴
津

尾
立
延
寿
・
芳
子

中
村
源
正
・
久
子

田
村
泰
清
・
千
代

中
越
正
男
・
明
子

松
本
新
太
郎
・
富
子

山
崎
　
裕
・
永
子

杉
村
要
次
郎
・
芳
美

山
崎
和
孝
・
幸
子

山
崎
末
利
・
和
子

小
原
道
貫
・
比
佐
子

谷
合
龍
雄
・
多
鶴

柴
田
達
男
・
菊
美

岡
崎
泰
昌
・
静
江

宮
田
隆
雄
・
恵
子

依
光
　
昇
・
米
寿

田
中
　
実
・
美
香
子

北
窪
秀
男
・
美
栄

正
木
豊
憲
・
房
子

石
川
　
明
・
豊

河
端
順
一
・
佐
代
子

小
松
　
進
・
光
枝

佐
藤
幹
雄
・
松
子

松
岡
顕
秀
・
留
子

半
生
を
共
に

半
生
を
共
に

金
婚
式
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
婚
式
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

半
生
を
共
に

金
婚
式
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謝
辞
を
述
べ
る
公
文
さ
ん
ご
夫
婦


